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特集　「 平成 25年度に向けて！ 」
　　 　　～ 小さくても輝くまち 猪名川を～

人権 INAGAWA　多文化共生について

しまった・こまった・たすかった！
　　　　　　 「契約は慎重に！」

いなが♥輪　 NPO法人いながわふるさと塾
　　　　　　 つつじが丘ダイヤモンドクラブ

瞬（ときめき）　川瀬 愛さん

私のオススメ★　屏風岩

特派員報告　 ご存知ですか？水道モニター
みんなの手で猪名川をきれいに！（第１０回猪名川クリーン作戦）

大好きな友達と、最後の学習発表会（阿古谷小学校）
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未
来
へ
の
大
き
な

　
　 

　
希
望
の
芽
を
！

　

平
成
25
年
度
は
、
私
の
、
今
任
期
に
お

い
て
最
終
の
年
と
な
り
ま
す
。
住
民
の
皆

様
、
町
の
職
員
と
と
も
に
、「
小
さ
く
て

も
輝
く
ま
ち
猪
名
川
」
を
掲
げ
、
私
の
今

期
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
町
政
の
集
大
成

の
年
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

暮
ら
す
人
に
と
っ
て
、
訪
れ
る
人
に

と
っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
場
所
で
あ
り

続
け
る
ま
ち
の
姿
の
実
現
に
、
全
力
で
取

り
組
む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
ち
の
現
状
を
見
つ
め
た
と
き
、
景
気

の
低
迷
や
、
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
に

伴
う
影
響
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
の
根
幹
で

あ
る
町
税
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
一
方
で
、
社
会
保
障
費
や
公
共
施
設

の
維
持
管
理
費
な
ど
の
歳
出
は
増
加
す
る

こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
よ
り
一
層
の
効

率
的
・
効
果
的
な
自
治
体
経
営
が
求
め
ら

れ
る
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
、
白
金
地
区
の

認
定
こ
ど
も
園
・
北
部
地
域
の
小
規
模
介

護
老
人
保
健
施
設
・
つ
つ
じ
が
丘
地
内
の

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
な
ど
の
誘
致
に

よ
る
、
民
間
活
力
の
活
用
を
は
じ
め
、
多

様
な
施
策
の
展
開
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
今
後
に
お
い
て
も
、
最
少

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
創
意

工
夫
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
25
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
の
厳
し
い
現
状
を
真
摯
に
受
け
止

め
な
が
ら
も
、
一
方
で
、
未
来
へ
の
大
き

な
希
望
の
芽
を
こ
の
ま
ち
に
育
て
て
い
き

た
い
と
い
う
私
の
想
い
を
反
映
さ
せ
な
が

ら
、
各
種
施
策
の
展
開
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

《
福
田
町
長
が
施
政
方
針
を
表
明
》

　

２
月
に
行
わ
れ
た
第
３
６
４
回
町
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
25
年

度
の
町
政
運
営
と
重
点
施
策
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
（
要
旨
抜
粋
）。

～
小
さ
く
て
も
輝
く
ま
ち
猪
名
川
を
～

平
成
25
年
度
に
向
け
て
！

福田町長、ＹＭＣＡしろがねこども園（保育園）を訪問

子
ど
も
た
ち
は
ま
ち
の
宝

　

誰
も
が
安
心
し
、「
こ
の
ま
ち
で
子
ど

も
を
産
み
、
育
て
て
い
き
た
い
」
と
思
う

こ
と
の
で
き
る
環
境
の
整
備
に
引
き
続
き

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

働
く
保
護
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
充

実
、
子
育
て
過
程
に
お
け
る
地
域
で
の
つ

な
が
り
の
拡
大
、
子
ど
も
た
ち
が
夢
に
向

か
っ
て
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
の

教
育
や
健
康
づ
く
り
の
充
実
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
環
境
を
未
来
へ

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
ふ
と
目
に
す

る
こ
と
の
で
き
る
美
し
い
緑
の
山
並
み
、

山
か
ら
流
れ
出
す
澄
ん
だ
猪
名
川
の
清

流
、
清
ら
か
な
水
に
育
て
ら
れ
る
黄
金
色

の
稲
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
息
づ
か

い
。

　

季
節
ご
と
に
、
豊
か
に
彩
り
を
変
え
て

い
く
風
景
は
、
私
た
ち
が
愛
し
み
、
守
り
、

育
み
な
が
ら
、
未
来
の
子
ど
も
た
ち
へ
引

き
継
い
で
い
く
べ
き
大
切
な
財
産
で
す
。

　

こ
の
素
晴
ら
し
い
財
産
を
守
り
続
け
て

い
く
た
め
、
豊
か
な
資
源
で
あ
る
山
林
を

維
持
す
る
た
め
に
「
里
山
再
生
基
本
構

想
」
を
、
貴
重
な
生
態
系
を
維
持
す
る
た

め
に
「
メ
ダ
カ
の
里
構
想
」
を
策
定
し
、

こ
れ
ら
の
構
想
実
現
に
向
け
て
住
民
の
皆

様
と
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

育
ま
れ
る
地
域
の
絆

　

本
町
で
は
、
各
地
域
に
お
い
て
、
自
治

会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
各
種
団
体
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
生
活
様
式
や
価
値
観
が
多
様

化
し
、
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
中
、
地

域
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
生

み
出
し
、
育
ん
で
い
く
こ
と
は
、
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、「
地
域
の
課
題
は
地

域
で
解
決
す
る
」
と
い
う
意
識
の
も
と
、

手
を
携
え
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
一
歩

ず
つ
前
に
進
め
よ
う
と
す
る
皆
様
の
姿

に
、
私
は
、
力
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
が
、
よ

り
創
意
工
夫
に
富
み
、
活
気
の
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

協
働
の
担
い
手
と
し
て
新
た
な
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
の
中
で
絆
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
が

役
割
意
識
を
持
ち
、
と
も
に
歩
ん
で
い
く

こ
と
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
姿
が
実

現
さ
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

に
ぎ
わ
い
と
魅
力
の
創
出

　

絆
を
活
か
し
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
生

み
出
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
が
、
昨
年
４

月
に
開
催
さ
れ
た
「
い
な
が
わ
桜
ま
つ

り
」
で
す
。

　

昨
年
は
１
万
２
千
人
も
の
来
場
者
が
イ

ベ
ン
ト
会
場
を
訪
れ
、
ふ
る
さ
と
猪
名
川

の
春
の
原
風
景
や
味
覚
な
ど
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
な
が
わ
桜
ま
つ
り
は
、
商
工
会
、
観

光
協
会
、
松
尾
台
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
や
猪
名
川
高
等
学
校
の
皆
さ
ん
、
周
辺

自
治
会
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
、
新
設

さ
れ
た
桜
遊
歩
道
を
は
じ
め
と
す
る
道
沿

い
の
提
灯
は
、
多
く
の
皆
様
の
協
賛
に
よ

り
、
桜
を
美
し
く
彩
り
ま
し
た
。　

　

本
町
の
新
し
い
「
参
画
と
協
働
」
の
姿

を
実
現
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
と
位
置

付
け
て
お
り
、
本
年
は
２
回
目
と
な
る
い

な
が
わ
桜
ま
つ
り
が
４
月
７
日
に
開
催
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
道
原
広
根
線
を
歩
行
者
天
国
と
す
る

こ
と
や
、
夜
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
行
う

な
ど
の
新
た
な
試
み
が
計
画
さ
れ
、
よ
り

一
層
の
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
る
と
と
も

に
、
本
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
多
く
の
方
々

に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
な
る
よ
う
、

積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
人
」
が
ま
ち
の
財
産

　

第
五
次
総
合
計
画
で
定
め
ま
し
た
基

本
理
念
の
礎
に
は
、
本
町
に
関
わ
る
す

べ
て
の
「
人
」
が
ま
ち
の
財
産
で
あ
る

と
い
う
想
い
が
あ
り
ま
す
。
住
民
の
皆

様
、
本
町
を
訪
れ
る
皆
様
、
本
町
を
ふ

る
さ
と
と
し
て
愛
情
を
抱
い
て
く
だ
さ

る
皆
様
、
そ
し
て
町
職
員
一
同
が
、
小

さ
く
て
も
輝
く
ま
ち
猪
名
川
と
い
う
共

通
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
ち
、
手
を
携
え
て

と
も
に
歩
ん
で
い
く
こ
と
こ
そ
が
ま
ち

づ
く
り
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

施政方針全文は、町ホームページに掲載するとともに、役場総合窓口に設置していますので、ご覧ください。
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特集面 　
「
住
み
た
い
　
訪
れ
た
い
　
帰
り
た
い
　

　
ふ
れ
あ
い
の
ま
ち 

ふ
る
さ
と 
猪
名
川
」        

（児童、高齢者、
　障がい者などの
　福祉サービス経費）

（救急・消火・救助活動など
　の経費）

（道路・公園の管理、
　都市計画事務、公営
　住宅などに係る経費）

（町が銀行などから借り
　入れたお金の返済の
　ために支出した経費）

民生費
24億8,032万円
　（28.2％）

教育費

13億8,058万円
（15.7％）

総務費
11億7,006万円
（13.3％）

衛生費
10億9,143万円
（12.4％）

土木費
9億2,662万円
（10.6％）

公債費
8億1,835万円
（9.3％）

消防費 5億1,124万円（5.8％）

87億9,000万円

（健診、母子保健、
　ごみ・し尿処理
　などの経費）

（庁舎管理や徴税、
　住民基本台帳、
　ふれあいバスなどの経費）

（小・中学校、幼稚園、
　図書館、保健体育事務
　などの経費）

（議会費、商工費、予備費など）
その他 4億1,140万円（4.7％）

目的別歳出構成比

（職員給与費
　　などの経費）

（消耗品や備品などの
　物品の購入、業務
　委託などの経費）

（国崎クリーンセンター
　などの一部事務組合へ
　の負担金や各種団体へ
　の補助金に係る経費）

（特別会計に支出する
　経費）

（町が銀行などから借り
　入れたお金の返済の
　ために支出した経費）

（児童、高齢者、
　障がい者などの
　福祉サービス経費）

87億9,000万円

人件費
24億1,364万円
　（27.5％）

物件費
19億6,598万円
　（22.4％）

扶助費
11億6,480万円
　（13.3％）

補助費等
11億1,148万円
　（12.6％）

公債費
8億1,835万円
　（9.3％）

繰出金
7億2,685万円
　（8.3％）

性質別歳出構成比

（道路、公園、学校などの
　建設に係る経費）

4億4,303万円（5.0％）
　

普通建設事業費 （公共施設の維持補修や
　基金への積み立てなど）

その他
1億4,587万円（1.6％）

借金（町債残高）
貯金（基金残高）

120
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40
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1716 18 19 20 21 22 23

億円

0 24 25年度

借金（町債）・貯金（基金）
残高の推移

・町の借金である町債の残高は、新規の借り入れ
を抑制することで 10 年前の 3 分の 2 まで減少
・平成 25 年度末の町債残高の見込み額は前年度
から 8,100 万円減少し、72 億 2,100 万円
・町の貯金である基金の残高は、取崩しの抑制に
努め減少傾向であるものの 10 年前の 7 割程度を
維持
・平成 25 年度末の基金残高の見込み額は、前年
度から 3 億 8,200 万円減少し、52 億 7,400 万円

町税

（町民税、
固定資産税、
都市計画税、
たばこ税など
の収入）

（普通交付税、特別交付税）

（保育料などの負担金などの収入）
その他 2億4,131万円（2.8％）

4億8,550万円（5.5％）
（国税として徴収された
　税の配分などによる収入）

6億2,900万円（7.2％）
（施設建設などのために
　借入れた収入）

4億1,724万円（4.7％）
（お金が不足したときの
　貯金からの取崩し）

1億9,530万円（2.2％）
（文化体育館、火葬場、
　公営住宅などの収入）

使用料・手数料

36億1,498万円
　（41.1％）

20億5,000万円（23.3％）
地方交付税

11億5,667万円
（13.2％）

国県支出金

町債

譲与税・
交付金

繰入金

87億9,000万円

歳入 構成比

（国や県からの
　補助金など）

　表 1　平成 25 年度 当初予算の内訳     

会計名 平成 25 年度当初 平成 24 年度当初 比    較 増減（％）
一般会計 87 億 9,000 万円 89 億 6,000 万円 △ 1 億 7,000 万円 △ 1.9
国民健康保険 31 億 4,352 万円 29 億 5,861 万円 1 億 8,491 万円 6.2

介護保険 18 億 8,339 万円 17 億 6,282 万円 1 億 2,057 万円 6.8
後期高齢者医療保険 5 億 4,433 万円 5 億 2,324 万円 2,109 万円 4.0

農業共済 3,692 万円 3,835 万円 △ 143 万円 △ 3.7
奨学金 966 万円 966 万円 0 0.0

小　　　計 56 億 1,782 万円 52 億 9,268 万円 3 億 2,514 万円 6.1
水道事業会計 11 億 2,670 万円 10 億 8,722 万円 3,948 万円 3.6

下水道事業会計 11 億 4,613 万円 11 億 3,998 万円 615 万円 0.5
小　　　計 22 億 7,283 万円 22 億 2,720 万円 4,563 万円 2.0

合     　 計 166 億 8,065 万円 164 億 7,988 万円 2 億 77 万円 1.2

特
別
会
計

企
業
会
計

～ 総 額 は １６６億８，０６５万円～

　歳入では、町税が 36 億 1,498 万円で、地価下落などの影
響により、前年度から 902 万円（△ 0.2％）減少しています。
それぞれの事業を進めるために、地方交付税や国、県からの

補助金などを活用していますが、それでも 10 億 4,624 万円の不足が生じています。
そのため、町の貯金である基金から繰入金 4 億 1,724 万円を取り崩し、町の借金
である町債 6 億 2,900 万円を借り入れることで、歳入の不足額を補っています。

《歳入》

　一般会計を中心にその概要をお知らせします。
　この予算案は、3 月 26 日まで開催される第 364 回町議
会定例会で審議されています。
　また、予算案の内容をまとめた「平成25年度予算の概要」
は、町ホームページでもご覧いただくことができます。
▶問合せ　企画財政課　☎ 766 － 8711

《平成 25年度予算案まとまる》

（
第
五
次
総
合
計
画
）      

《歳出》
＜主な歳出＞
民生費＝老朽化している
猪名川保育園の空調改修

（1,600 万円）、理学療法士
などによるリハビリ訓練を
行う障害者（児）療育支援
事業の実施（563 万 7 千円）
教育費＝いじめ対策の強化
経費としてスクールカウン
セラーの全校配置やスクー
ルソーシャルワーカーの配
置（288 万 7 千円）

総務費＝災害に強いまちづ
くりの推進に防災行政無線
の基本設計やハザードマッ
プの刷新（764 万円）、防
犯 灯 の LED 化 推 進 や 防
犯カメラの設置補助など

（890 万円）
衛生費＝歯科保健事業とし
て成人歯科検診などに加
え、新たに妊婦の歯科検診
を実施（290 万円 2 千円）

　一般会計・特別会計・企業会計の総額は 166 億 8,065 万円で、前年度よ
り 2 億 77 万円（1.2％）増加しています（表 1）。
　一般会計予算額は 87 億 9,000 万円で、多田銀銅山悠久広場整備事業や小
学校統廃合による通学路整備事業が完了したことから 1 億 7,000 万円（△
1.9％）減少しています。
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笑顔あふれるふれあいのまち　猪名川
～ 地域・生活 ～

【拡充】
◇防災対策事業　
　防災行政無線の導入検討の基礎となる各種調査と計
画作成に取り組みます。土砂災害・洪水ハザードマッ
プを刷新して全戸配布し、まちづくり協議会や自主防

災会といった地域の防災を担ってい
ただく組織と相互の協力支援体制を
確立することにより、各地域の防災
力向上に努めます。
◇防犯対策事業　
　今後の防犯灯器具取り替え時に
は、省電力タイプの LED 器具へ取
替えを行います。また、安全・安心
なまちづくりを推進するため、地域
で設置される防犯カメラの設置に補
助金を交付します。

◇国際交流事業　
　姉妹都市提携 25 周年を迎えることからバララット
市より親善訪問団を受け入れます。住民と一体となり、
姉妹都市交流がより有益な事業となるよう努めます。
◇コミュニティ推進事業　　　
　地域コミュニティの推進を図るため、各地域の“ま
ちづくり協議会”の活動に対して補助金を交付します。
地域課題の解決に向け、補助制度の拡充を図るととも
に、住民を対象とした研修会を実施します。
◇消防施設整備事業　　
　　　
　消防団の機動力をさら
に強化するため、老朽化し
た原分団・杤木分団・鎌倉
分団の小型動力ポンプ付
積載車 3 台を更新します。

【主な継続事業】
◇人権平和事業　
◇消費者対策事業　
◇児童生徒安全対策事業　
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適
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教
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ち
　
猪
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川
　

～ 

教
育
・
文
化 

～

こころ安らぐ
自然に育まれたまち　猪名川　

～ 環境・景観 ～

【新規】
◇本庁舎照明設備 LED 化推進事業　
　役場本庁舎の照明器具をＬＥＤ化することで、
節電や有害ごみの排出減量などの環境保全対策を
進めるとともに、維持経費の削減を目指します。

【拡充】
◇塵芥処理事業　
　平成 24 年度の検証を経て、平成 25 年度はび
ん収集における資源ごみ回
収コンテナを軽量コンテナ
に更新し、ごみ出しに係る
負担などの軽減を図りま
す。
◇希少水生生物等保全事業
　　
　環境保全活動のため町
営北プール跡地を「（仮称）
環境学習館」として整備し、
環境保全の意識啓発のため
の事業を展開します。

【主な継続事業】
◇ごみ減量化等対策事業
　
◇公園緑地の維持管理　

《平成 25年度の主要事業》
　第五次総合計画の施策の体系に沿っ
て、25 年度の主要事業を紹介します。

840 万円

2,432 万 1 千円

2,266 万 9 千円

3,500 万 5 千円

506 万 9 千円

1 億 2,508 万 4 千円

932 万円

1,442 万 3 千円

338 万 9 千円

1 億 16 万 1 千円

413 万 8 千円
254 万円

124 万 3 千円

いきいきと暮らせる健康長寿のまち　猪名川
　　　　　　　　　　　　　　～ 健康・福祉 ～　

【新規】
◇町有地の活用

　（児童養護施設）
　町有地を活用す
るため、老朽化し
た旧柏梨田教職員
住宅を解体し、跡
地には、虐待を受けた児童などの受入れを行う児
童養護施設が、社会福祉法人によって新たに整備
されます。
◇ごみ当番支援サービス事業補助金　
　ごみステーションの指定ごみ容器（コンテナ）
の設置・回収など、ごみ当番を行うことが困難な
高齢者世帯や障がい者世帯を対象としたシルバー
人材センターが実施するごみ当番支援サービスに
対して、利用者負担の軽減のため、補助を行いま
す。
◇子ども・子育て支援計画策定　
　平成 25 年度から 2 カ年をかけ、子ども・子育
て支援施策を総合的に推進していくための「子ど
も・子育て支援事業計画」を策定します。
　平成 25 年度は、子育て支援に係る住民ニーズ
調査のため、保護者や施設関係者などを対象にア
ンケート調査を実施します。
◇猪名川保育園空調改修事業　
　老朽化した猪名川保育園の 0 歳児～ 5 歳児保
育室と遊戯室の空調設備を改修します。
◇保健計画・食育推進計画策定　
　疾病予防と健康増進などを進めるための「猪名

川町保健計画」と、
食育の推進に関す
る基本方針を定め
た「食育推進計画」
をあわせ、一体的
な健康づくりを推
進していくための

計画を策定します。
◇養育医療給付事業　　　
　身体の発育が未熟なままで生まれ、入院を必要
とするお子さんに対して、その治療に必要な医療
費を助成します。また、養育相談のため保健師な
どによる訪問指導を行うことで、安心して出産で
きる環境を整え、子育てに対する負担の軽減に努
めます。
◇障害者（児）療育支援事業　
　主に就学期前後の身体障
がいや情緒・発達障がいを
含めた知的障がいのある児
童を対象として、ゆうあい
センターで理学療法、作業
療法、言語療法などの療育
支援を行います。

【拡充】
◇歯科保健事業　                   
　成人歯科検診などに加え、平成 25 年度から妊
婦を対象者とした妊婦歯科検診に取り組みます。
◇放課後児童対策事業　        
　小学校などに開設している、留守家庭児童育成
室を、新たに土曜日をセンター方式により開設し
ます。
　また、引き続きすべての育成室において、午後
７時までの延長保育を行います。
◇健康福祉まつり開催補助金　  

【主な継続事業】
◇緊急通報システム運営事業　  
◇障害者（児）相談支援事業 
◇心身障害者（児）支援事業
◇乳幼児等医療費助成事業  
◇子育て支援対策事業　        
◇健康診査・検診事業等　     
◇妊婦健康診査費助成事業　        

50 万円

235 万 2 千円

1,600 万円

157 万 5 千円

1,012 万 9 千円

 290 万 2 千円

6,325 万 6 千円

200 万円

8,831 万 4 千円
1,190 万円

157 万 4 千円
 1,814 万 5 千円

2 億 637 万 1 千円
7,948 万 2 千円
1,368 万 2 千円

563 万 7 千円

600 万 9 千円
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